
（単位：千円）

予算額
前年度
予算額

増　減

Ⅰ 事業活動収支の部

1 ． 事業活動収入

① 事業収入

２号業務再資源化料金等受入収入 376,100 256,500 119,600

② 補助金等収入

70,000 -                  70,000

事業活動収入計 446,100 256,500 189,600

2 ． 事業活動支出

① 事業費支出

２号業務事業費支出 223,100 164,200 58,900

３－５号業務事業費支出 198,070 248,019 △ 49,949

システム関連費支出 19,979 18,445 1,534

サポート業務運営委託費支出 12,468 15,064 △ 2,596

理解普及活動費支出 2,000 1,000 1,000

その他の事業費支出 77,800 81,860 △ 4,060

事業費支出計 533,417 528,588 4,829

② 管理費支出

会議費支出 360 320 40

旅費交通費支出 210 330 △ 120

通信運搬費支出 3,560 3,570 △ 10

消耗品費支出 1,130 1,250 △ 120

印刷製本費支出 80 50 30

新聞図書費支出 210 110 100

光熱水料費支出 520 540 △ 20

リース料支出 2,850 2,840 10

賃借料支出 8,630 8,510 120

事務所清掃料支出 350 290 60

修繕費支出 210 180 30

保険料支出 50 50 -                  

諸謝金支出 2,400 2,840 △ 440

租税公課支出 6,140 2,300 3,840

支払手数料支出 140 140 -                  

支払利息支出 2,010 2,680 △ 670

業務研修費支出 800 100 700

雑支出 90 60 30

管理費支出計 29,740 26,160 3,580

事業活動支出計 563,157 554,748 8,409

事業活動収支差額 △ 117,057 △ 298,248 181,191

法人税、住民税及び事業税支出 33,600 4,420 29,180

事業活動による収支差額 △ 150,657 △ 302,668 152,011

Ⅱ 投資活動収支の部

1 ． 投資活動収入

投資活動収入計 -                  -                  -                  

2 ． 投資活動支出

① 特定資産取得支出

退職給付引当資産取得支出 1,700 1,340 360

平成２０年度　再資源化等業務（２－５号）特別会計収支予算書

平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで

科　　　目

承認済特定再資源化預託金等出えん収入

1



② 固定資産取得支出

ソフトウエア購入支出 208 -                  208

③ 長期預け金支出

長期預け金支出 1,776 -                  1,776

投資活動支出計 3,684 1,340 2,344

投資活動収支差額 △ 3,684 △ 1,340 △ 2,344

Ⅲ 財務活動収支の部

1 ． 財務活動収入

財務活動収入計 -                  -                  -                  

2 ． 財務活動支出

① 借入金返済支出

長期借入金返済支出 40,000 40,000 -                  

② 長期未払金支払支出

長期未払金支払支出 149 149 -                  

財務活動支出計 40,149 40,149 -                  

財務活動収支差額 △ 40,149 △ 40,149 -                  

Ⅳ 予備費支出 20,930 16,060 4,870

当期収支差額 △ 215,420 △ 360,217 144,797

前期繰越収支差額 425,039 559,579 △ 134,540

次期繰越収支差額 209,619 199,362 10,257

（注） 1 ． 借入金限度額 0円
2 ． 債務負担額　　0円

3 ． 承認済特定再資源化預託金等出えん収入の予算額について

当期は同業務の前期繰越収支差額により同業務の実施に要する費用を賄うとともに、不足額に
ついては新たな出えんを受ける

4 ． 次期繰越収支差額について
次期繰越収支差額の予算額209,619千円のうち３－５号業務に係る額は、
次期以降の事業計画に基づき、次期以降の同業務の実施に要する費用に充てる

本収入は３－５号業務の実施に要する費用を賄うための収入であるが、
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